
ｔ
ｅ
ｔ
ｏ
ｌ
―
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
助
け
合
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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ス
マ
ホ
で
個
人
間
労
働
取
引

杜
若
さ
ん
、
中
村

さ
ん
、前
島
さ
ん
、

村
中
さ
ん
、
永
田

さ
ん

左
か
ら

　
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム

Ｇ

Ｐ
Ｓ

を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話

の
普
及
に
伴
い
、
現
在
地
情
報

と
連
携
し
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

Ｓ
Ｎ
Ｓ

が
高
い

成
長
率
を
潜
在
す
る
市
場
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

と
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
使
い
、

個
人
間
で
の
労
働

取
引
が
で
き
る
次

世
代
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
参
入
す

る
。

　
依
頼
主
が
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
を
使
い
周

辺
の
ユ
ー
ザ
ー
に

内
容
、
金
額
な
ど
の
依
頼
情
報

を
配
信
し
、
合
意
し
た
請
負
側

が
見
つ
か
れ
ば
成
立
。
報
酬
は

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｌ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
決
済
す
る
。
サ
ー
ビ

ス
登
録
は
無
料
で
、
成

立
し
た
金
額
か
ら
５
％

を
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
と

す
る
。
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
広
告

に
頼
ら
ず
、
高
い
収
益
性
が
可

能
と
な
る
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
個
人

登
録
で
身
元
を
保
証
し
、
相
互

評
価
シ
ス
テ
ム
で
ユ
ー
ザ
ー
同

士
の
信
頼
性
を
維
持
す
る
。
初

期
段
階
の
メ
ー
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
東
京
大
学
、
早
稲
田
大
学
、

慶
応
義
塾
大
学
の
１
、
２
年
生

に
絞
り
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

図
る
。
口
コ
ミ
で
利
用
者
を
広

げ
て
い
く
。

東
京
大
学
大
学
院
田
部
井
靖
享
東
京
理
科
大
学
大
学
院
清
水
雅
士
慶
応
義
塾
大
学
藤
懸
香
苗

犬
の
血
液
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

輸血用に大型犬を飼育

優秀賞ビジネス部門

藤
懸
さ
ん
、
田
部
井
さ
ん
、

清
水
さ
ん

左
か
ら

　
犬
を
飼
う
人
が
増
え
て
い
る

と
同
時
に
、
犬
の
保
険
加
入
者

数
も
増
加
し
て
い
る
。
「
飼
い

犬
は
家
族
の
一
員
」
と
い
う
考

え
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。
獣
医
療
の
技
術
は

高
度
化
が
進
み
、
今
後
も
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
一

方
で
、
日
本
の
獣
医
療
は
輸
血

用
血
液
の
不
足
と
い
う
大
き
な

問
題
を
抱
え
、
手
術
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
。

　
獣
医
師
の
免
許
を
持
つ
提
案

者
は
現
場
の
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、
安
心
・
安
全
な
輸
血

用
血
液
を
安
定
的
に
供
給
す
る

シ
ス
テ
ム
を
提
案
。
採
血
用
に

首
都
圏
の
郊
外
に
大
型
犬
を
多

数
飼
育
し
、
輸
血
用
の
血
液
製

剤
と
し
て
動
物
病
院
に
搬
送
す

る
。
動
物
用
医
薬
品
と
し
て
認

可
さ
れ
る
ま
で
は
、
病
院
に
直

接
犬
を
連
れ
、
採
血
す
る
。

　
犬
を
飼
育
す
る
こ
と
で
栄
養

状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
。
ま
た
、
感
染
症
な
ど
を
予

防
す
る
管
理
さ
れ
た
環
境
で
飼

育
す
る
た
め
、
高
い
安
全
性
の

実
現
と
幅
広
い
血
液
型
へ
の
対

応
が
可
能
だ
。
月
額
制
の
保
険

と
い
う
形
で
保
険
会
社
を
通
じ

て
犬
の
保
険
加
入
者
に
販
売
。

は
じ
め
は
首
都
圏
在
住
で
、
首

都
圏
の
動
物
病
院
を
利
用
し
て

い
る
飼
い
主
に
限
定
す
る
。

明
治
大
学
大
学
院
日
高
　
照
一
郎

ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
を
燃
料
と
す
る
固
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池
に
よ
る
電
気
自
動
車
用
補
助
電
源
の
開
発

携帯できる発電システム

日
高
さ
ん

奨励賞テクノロジー部門
　
無
害
で
取
り
扱
い
が
容
易
な

ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
Ｄ
Ｍ
Ｅ

を
燃
料
に
し
た
、
固
体
酸
化
物

型
燃
料
電
池

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ

用

の
補
助
動
力
源
の
開
発
に
着

手
。
Ｄ
Ｍ
Ｅ
は
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
起

動
を
高
速
化
、
従
来
の
発
電
温

度
よ
り
も
低
温
域
で
の
発
電
出

力
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に

充
填
が
可
能
な
た
め
、
携
帯

じ
ゅ
う
て
ん

で
き
る
モ
バ
イ
ル
Ｓ

Ｏ
Ｆ
Ｃ
発
電
シ
ス
テ

ム
を
実
現
す
る
。

　
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
カ

ー
や
軽
自
動
車
ク
ラ

ス
ま
で
の
小
型
電
気

自
動
車

Ｅ
Ｖ

向

け
に
、
航
続
距
離
延

長
と
熱
源
供
給
の
補

助
電
力
源
と
し
て
開

発
す
る
。
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
カ
ー

は

程
度
の
短
い
移
動
距

離
、
軽
自
動
車
よ
り
小
さ
な
ス

ペ
ー
ス
と
い
う
高
い
合
理
性
を

持
つ
移
動
手
段
。
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
カ
ー

Ｅ
Ｖ
の
需
要
が
増
加
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
利
便
性
の
向
上
と

と
も
に
、
燃
料
の
削
減
も
可
能

に
な
る
。
ま
た
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
の
た
め
貯
蔵
が
容
易
で
、

災
害
時
に
電
力
網
が
遮
断
さ
れ

た
際
に
も
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
、
Ｅ
Ｖ
を
合
わ
せ
て

提
供
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
合

理
化
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
。

ＣＶＧ東京
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